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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年1月28日(2010.1.28)

【公開番号】特開2008-208131(P2008-208131A)
【公開日】平成20年9月11日(2008.9.11)
【年通号数】公開・登録公報2008-036
【出願番号】特願2008-70484(P2008-70484)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  19/00    ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ  16/28    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ  16/46    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｔ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月8日(2009.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
アミノ酸44位でシステインを含むＶＨおよびアミノ酸100位でシステインを含むＶＬを有
する組換え抗CD22抗体にペプチド結合した治療剤を含有する組換え免疫複合体であって、
ここで、該抗CD22抗体は、配列番号２に対して少なくとも８０％の同一性を有する可変重
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（ＶＨ）鎖および配列番号４に対して少なくとも８０％の同一性を有する可変軽（ＶＬ）
鎖を含むＲＦＢ４ジスルフィド安定化Ｆｖ（ｄｓＦｖ）である、組換え免疫複合体。
【請求項２】
前記抗体が、配列番号２に対して少なくとも９０％の同一性を有する可変重（VH）鎖、お
よび配列番号４に対して少なくとも９０％の同一性を有する可変軽（VL）鎖を含む、請求
項１に記載の組換え免疫複合体。
【請求項３】
前記治療剤が毒素である、請求項１または２に記載の組換え免疫複合体。
【請求項４】
前記毒素が、Pseudomonas 外毒素（PE）、またはその細胞傷害性フラグメントである、請
求項３に記載の組換え免疫複合体。
【請求項５】
前記細胞傷害性フラグメントがPE38である、請求項４に記載の組換え免疫複合体。
【請求項６】
前記可変重（VH）鎖が、前記毒素のアミノ末端に結合したペプチドである、請求項３～５
いずれか一項に記載の組換え免疫複合体。
【請求項７】
請求項１～６いずれか一項に記載の組換え免疫複合体をコードする、発現カセット。
【請求項８】
請求項７に記載の発現カセットを含む、宿主細胞。
【請求項９】
悪性Ｂ細胞の増殖を阻害するための、請求項１～６いずれか一項に記載の有効量の組換え
免疫複合体を含む組成物であって、ここで、該組成物は、該悪性Ｂ細胞との接触に適切で
ある、組成物。
【請求項１０】
前記悪性Ｂ細胞が、インビボで接触される、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
前記悪性Ｂ細胞が、ヒトＢ細胞である、請求項９または１０に記載の組成物。
【請求項１２】
請求項１１に記載の組成物であって、ここで、前記悪性Ｂ細胞が、慢性リンパ性白血病細
胞である、組成物。
【請求項１３】
請求項１１に記載の組成物であって、ここで、前記悪性Ｂ細胞が、毛様細胞白血病細胞で
ある、組成物。
【請求項１４】
請求項１１に記載の組成物であって、ここで、前記悪性Ｂ細胞が、前リンパ球性白血病細
胞である、組成物。
【請求項１５】
請求項１１に記載の組成物であって、ここで、前記悪性Ｂ細胞が、Ｂ細胞リンパ腫細胞で
ある、組成物。
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